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本稿では、VUCA(Volatile, Uncertain, Complex Ambiguous)フレームワークに基づき、原子力発電所の事故への

対応などのリスクマネジメントの枠組みを提案している。 
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1. 緒言 

VUCA1)とは、混沌とした世界をあらわす軍事用語で、Volatile（不安定）、Uncertain（不確実）、Complex（複

雑）、Ambiguous（曖昧）の先頭文字であらわした略語である。近年、経営やビジネスの世界でも使われるよ

うになってきた用語であり、想定外の事象のマネジメントに適していると言われている。本稿では、VUCA

フレームワークを援用して原子力発電所のリスクマネジメント方法の枠組みを提案する。 

2. リスクマネジメント法の提案 

VUCAフレームワーク 1)に基づく原子

力発電所のリスクマネジメント手法の

枠組みを図に示す。VUCA フレームの

[V]と[S]を、原子力発電所の安全目標の

ピラミッド 2),3)の Upper と Intermediate 

level に対応させることにより、原子力の

安全に対しても適用が可能になると考

えている。提案する枠組は、事故の進展

状況に応じて VUCA のレベルを識別し

て、[V],[S],[A],[M]の見直しを行いつつ

事故の収束に向けてマネジメントを行

っていく。未知領域、既知・未モデル化

領域の事象や、状況が時々刻々変化する

状況等でのマネジメントに有効であると考えている。ここで、VUCA のレベルは、「現状をどれだけ把握して

いるか」「行動効果をどれだけ予想できるか」という 2 つの軸に基づいて 5 つのレベルに分けられている。レ

ベル 0 は、定期点検等の PDCA サイクルが有効とされている領域であり、レベル 0～4 が提案する方法が有

効であると考えられる領域である。また、レベル 4 は前例のない unknown-unknown な状況に対応している。 

3. 結論 

本稿では、VUCA フレームワークをベースとして、原子力発電所の事故時のリスクマネジメントの枠組み

を提案した。今後、実務への適用を視野に入れて枠組みの見直し・再検討等を行っていく予定である。 
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